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倉
吉
パ
ー
ク
ス
ク
エ
ア
内
に
飲

料
品
等
自
動
販
売
機
を
設
置
し
て

営
業
を
希
望
す
る
人
を
、
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

設
置
場
所：
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

内
、
多
目
的
広
場
屋
外
ト
イ
レ
内
、

集
い
の
広
場
屋
外
ト
イ
レ
内

資
格：

市
内
に
住
所
を
有
し
、
飲

料
品
の
小
売
、
ま
た
は
、
卸
を
行

っ
て
お
り
、
土
、
日
曜
日
、
祝
日

の
飲
料
品
の
供
給
が
で
き
る
人

応
募
期
限：

三
月
十
五
日
（
火
）

申
請
書
必
着

営
業
許
可
期
間：

平
成
十
七
年
四

月
一
日
〜
平
成
十
九
年
三
月
三
十

一
日

◎
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

生
涯
学
習
課

（
0

４
７
―
１
１
８
１
／
4

４
７

―
１
１
８
０
）

平
成
十
七
年
度
の
学
校
給
食
用

物
資
の
購
入
に
あ
た
り
、
食
料
品

を
扱
う
業
者
を
対
象
に
、
納
入
業

者
と
し
て
の
登
録
申
請
を
受
付
し

ま
す
。

対
象
品
目：

青
果
物
、
食
肉
類
、

も
や
し
、
鶏
卵
、
魚
介
類
、
乾
物
、

調
味
料
、
塩
、
乳
製
品
、
冷
凍
食

品
、
水
産
ね
り
製
品
、
豆
腐
類
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
麺
類
な
ど

申
請
期
限：

三
月
十
五
日
（
火
）

※
問
い
合
わ
せ
先：

学
校
給
食
会

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
／
0

２

８
―
３
３
４
３
／
4

２
８
―
３
６

４
９
）

本
市
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

支
援
す
る
倉
吉
市
介
護
相
談
員
を

募
集
し
ま
す
。

介
護
相
談
員
は
介
護
保
険
施
設

な
ど
を
訪
問
し
、
利
用
者
の
相
談

を
受
け
た
り
、
事
業
所
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
数：

一
人

応
募
資
格：

①
〜
⑥
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人
　
①
倉
吉
市
内
及
び

関
金
町
内
に
在
住
し
て
い
る
人

②
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
　
③
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
な
い

人
　
④
高
齢
者
介
護
に
対
し
て
熱

意
と
理
解
が
あ
る
人
　
⑤
市
が
指

定
す
る
養
成
研
修
を
受
講
で
き
る

人
　
⑥
平
日
、
相
談
員
業
務
に
従

事
で
き
る
人

応
募
方
法：

応
募
の
動
機
を
四
百

字
程
度
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
長

寿
社
会
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限：

三
月
十
八
日
（
金
）

必
着

選
考
方
法
・
発
表：

提
出
書
類
と

面
接
に
よ
る
選
考
。
選
考
結
果
は

応
募
者
全
員
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿
社
会
課

（
0

２
２
―
７
８
５
１
／
4

２
２

―
７
０
２
０
）

「
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
」
と

は
、
高
齢
者
が
年
齢
に
と
ら
わ
れ

ず
、
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い

て
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
で
す
。

知
識
や
経
験
を
社
会
に
還
元
し

た
り
、
中
高
年
か
ら
一
念
発
起
し

て
物
事
を
成
し
遂
げ
た
り
す
る
な

ど
、
生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
る

個
人
や
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
実
践
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
事
例
を
募
集

し
ま
す
。
自
薦
、
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
。
応
募
用
紙
は
長
寿
社
会
課

に
備
え
て
い
ま
す
。

応
募
締
切：

三
月
十
八
日
（
金
）

※
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先：

長
寿

社
会
課
（
0
２
２
―
７
８
５
１
／

4
２
２
―
７
０
２
０
）

関
金
町
営
住
宅
マ
ロ
ニ
エ
団
地

（
関
金
宿
二
八
四
四
）
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数：

八
戸

家
賃
月
額：

二
万
七
千
七
百
円

（
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
）

敷
金：

当
初
家
賃
の
三
カ
月
分

申
込
期
限：

三
月
十
日
（
木
）

◎
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
ま

た
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

関
金
町
役
場

建
設
課
（
0

４
５
―
２
１
１
４
／

4
４
５
―
３
９
６
４
）

学
校
給
食
用
物
資
納
入
の

登
録
業
者
を
受
付

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
の

実
践
事
例
を
募
集

チャイルドシートの貸出
チャイルドシート貸出は今年度限りで終了します。3月の貸出日は13日（日）

と17日（木）の2回です。貸出希望の方は事前にお問い合わせください。
※問い合わせ先：福祉課（022-8118/422-7020）

気
軽
に
ご
相
談
を

■
行
政
相
談
所

と
　
き：

三
月
十
八
日
（
金
）

午
後
一
時
〜
三
時

と
こ
ろ：

市
役
所
第
二
会
議
室

相
談
員：

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員
、
鳥
取
地
方
法
務
局
倉

吉
支
局
職
員

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課

（
0
２
２
―
８
１
６
２
）

■
農
家
相
談
会

と
　
き：

三
月
十
八
日
（
金
）

午
前
九
時
〜
午
後
三
時
　

と
こ
ろ：

農
業
委
員
会
事
務
局
　
　

（
市
役
所
北
庁
舎
）

相
談
内
容：

農
業
の
受
委
託
、
農

地
の
賃
借
・
委
譲
・
転
用
・
農
業

者
年
金
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
業
委
員
会
事

務
局
（
0
２
２
―
８
１
７
１
）

飲
料
品
等
自
動
販
売
機

設
置
希
望
者
を
募
集

介
護
相
談
員
を
募
集

関
金
町
営
住
宅
入
居
者
を

募
集

倉吉まちづくり協議会では、倉吉パークスクエアを
拠点としたまちづくりを進める「倉吉パークスクエア
利用促進事業」、花のまちづくりを目指す「倉吉市花い
っぱい運動」、そのほかさまざまな事業を市民主導で企
画、運営し、まちづくりの輪を広げています。
協議会では、趣旨に賛同し会費支援していただける

会員を広く募集しています。会費は個人会費一口
1,000円・団体会費一口5,000円で、事業費としてま
ちづくり活動に活かされます。
また、具体的なまちづくり事業の企画・運営等にた

ずさわってくださる運営スタッフも募集しています。
新生倉吉市を市民の手で今まで以上により楽しく、

より住みやすく、より元気な活気あるまちにするため
にも、多くの皆さんのご支援、ご協力をお待ちしてい
ます。まずはお気軽にご連絡ください。
※申込・問い合わせ先：倉吉まちづくり協議会

（047-1184/447-1185）

倉吉まちづくり協議会会員
運営スタッフ募集

Information
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倉
吉
市
を
は
じ
め
中
部
地
区
文

化
創
作
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て

毎
年
恒
例
の
創
作
文
華
展
を
開
催

し
ま
す
。
期
間
中
、
鑑
賞
者
の
皆

さ
ん
の
投
票
に
よ
り
、
全
作
品
の

中
か
ら
最
高
得
票
の
作
品
に
鑑
賞

者
賞
を
贈
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
鑑
賞
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

部
門：

俳
画
・
水
墨
画
・
ち
ぎ
り

絵
・
切
り
絵
・
押
し
絵
・
絵
手

紙
・
そ
の
他
（
人
形
、
陶
器
類
な

ど
）

会
期：

三
月
十
七
日
（
木
）
〜
二

十
一
日
（
月
）

会
場：

倉
吉
博
物
館

※
問
い
合
わ
せ
先：

倉
吉
博
物
館

（
0
２
２
―
４
４
０
９
／
4

２
２

―
４
４
１
５
）

中
部
総
合
事
務
所
内
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
、
倉
吉
交
通
事
故
相

談
所
が
当
分
の
間
、
都
合
に
よ
り

休
所
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
事
故

な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
相
談
所
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
鳥
取
交
通
事
故
相
談
所

0
０
８
５
７
―
２
６
―
７
１
０
１

◎
米
子
交
通
事
故
相
談
所

0
０
８
５
９
―
３
３
―
０
０
９
１

◎
鳥
取
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

ン
タ
ー
（
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
）

0
０
８
５
７
―
２
４
―
４
２
３
３

◎
損
害
保
険
料
率
算
出
機
構
鳥
取

自
賠
責
損
害
調
査
事
務
所

0
０
８
５
７
―
２
３
―
５
１
６
１
　

※
問
い
合
わ
せ
先：

総
務
課
交
通

安
全
担
当
（
0

２
２
―
８
１
６

２
／
4
２
２
―
１
０
８
７
）

従
来
の
標
準
提
出
締
切
日
は
、

会
議
前
月
の
二
十
五
日
で
し
た

が
、
今
年
四
月
の
会
議
に
係
る
も

の
か
ら
、
会
議
前
月
の
十
五
日

（
十
五
日
が
閉
庁
日
（
土
・
日
・

祝
日
）
の
場
合
、
翌
日
）
に
変
更

し
ま
す
。

該
当
す
る
申
請
書
は
、
農
地
の

売
買
、
贈
与
、
貸
借
等
の
権
利
移

動
、
転
用
等
の
地
目
変
更
に
か
か

る
次
の
も
の
で
す
。

○
農
地
法
第
三
条
申
請

○
農
地
法
第
四
条
申
請

○
農
地
法
第
五
条
申
請

○
農
地
法
第
二
十
条
第
六
項
申
請

○
非
農
地
証
明
申
請

●
農
地
の
転
用
は
農
地
法
の
許
可

が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
農
地

法
の
許
可
な
く
農
地
を
農
地
以
外

の
も
の
に
転
用
し
た
場
合
、
法
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
十
分
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先：

農
業
委
員
会

事
務
局
（
0
２
２
―
８
１
７
１
／

4
２
２
―
８
１
４
７
）

Information

倉
吉
交
通
事
故
相
談
所
が

休
所

農
業
委
員
会
会
議
に
係
る
農

地
法
に
基
づ
く
許
可
申
請
書

の
提
出
締
切
日
を
変
更

第
二
十
八
回
創
作
文
華
展

へ
ど
う
ぞ

農地法第三条・農地法第二十条第
六項・非農地証明

申
　
請
　
人 許　可　通　知

申請書提出（毎月15日締切） 農
業
委
員
会

申
　
請
　
人 許　可　通　知

申請書提出（毎月15日締切） 農
業
委
員
会

農 地 法 第 四 条 ・ 農 地 法 第 五 条

許　可　通　知

申 請 書 進 達 県
　
知
　
事

許 可 手 続 き の 流 れ

市報1月1日号等でお知らせしているとおり、可燃ごみ用指定袋は平成17年度分以降の
無料配布(各世帯年間100枚)を廃止し、今後は必要数を購入していただくことになりまし
た。(現在残っている指定袋は、そのまま使用できます。)
3月1日から、大袋1枚30円･小袋1枚20円で、市役所又は指定袋販売店で10枚単位

（郵便局は50枚単位）から販売しています。
ごみを適正に処理し、リサイクルを推進するために皆さんのご協力をお願いします。
※問い合わせ先：環境課（022－8168）

3月1日から指定ごみ袋は新価格で販売します

◆新あじそうパープル店　◆東宝新町店･上井店･ロータリー店･西倉吉店･米田
店･河北店　◆めいりんショッピングセンター　◆スーパーホームセンターいない倉吉中央店･ハウジングランドいな
い倉吉西店･ハウジングランドいない羽合店　◆コンビニエンスストアシティ　◆マルイ倉吉中央店　◆福田商店秋喜
店･上福田店　◆ホームセンターウッディ　◆丸合西倉吉店･倉吉東店　◆ダイエー倉吉サンピア店　◆マックロード
河北店　◆シンヤクドー倉吉北店･倉吉南店　◆ポプラ倉吉生田店　◆ポプラ倉吉和田店　◆ポプラ倉吉上井店　◆ポ
プラ倉吉福吉店　◆ポプラ倉吉中央店　◆仲倉食料品店　◆健康堂堺町本店･パープル店　◆ファミリーショップオア
シス　◆小規模作業所アトリエ　◆むーみん舎　◆倉吉郵便局・倉吉上小鴨郵便局･倉吉大正郵便局･倉吉西倉吉郵便
局･高城郵便局･倉吉横田郵便局･倉吉越殿町郵便局･倉吉灘手郵便局･倉吉福庭郵便局･倉吉上井一郵便局

指定袋販売店（H17･3･1現在）

第40回鳥取県中部春の盆栽展
とき：3月11日（金）～13日（日）午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
ところ：まちかどステーション（大正町/サンピア南隣）
※問い合わせ先：鳥取県中部盆栽会事務局 南條（028-1407）
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Information

近年、白壁土蔵群・八
橋街道・打吹公園などの
整備や「赤瓦」「あきな
い中心倉」などの取り組
みが進み、倉吉を訪れる
観光客は年々増加してい
ます。
観光は、「人々の暮ら

しを見る」とともに、そ
の地域に住む人々が「自
ら光を示す」ことであり、「住民が、自らが住む地域に誇りをも
ち、快適に暮らしている町にこそ魅力があり優れた観光地であ
る」とも言われています。
そのためにはまず、そこに住む私たちが、美しいまちの再生、

都市の活性化、新しい地域文化の創造という「光」を積極的に
磨き上げ、「くらしといのちの輝き」を発揮していくことが必要
なのです。
そこで生活している人にとっては当たり前のことも、地域の

外から見れば価値を有していることもあります。そういった地
域資源を見出すためには、まず、地域のことを知り、地域に埋
もれた資源を発掘し、活用していく柔軟な発想や、発想の転換
も大切です。
地域資源を活用した観光振興によって、交流人口を増やし、

産業や雇用の創出等を通じて地域の競争力を向上させ、自立性
を高めるため、地域の特性を活かした「住んでよし、訪れてよ
し」のまちづくりを協働で進めていきましょう。
※問い合わせ先：企画課（022-8161/422-8144）

～地域特性を活かした活力あるまちづくり～
打吹公園では、開園100周年事業の一環として、家畜を中心

とした動物とふれあう施設（広場）を整備しています。皆さん
からより親しまれる施設になるように、名称を募集します。
あわせて、ふれあう施設（広場）でふれあう動物（トカラヤギ

（オス・メス各１匹）・ミニブタ（メス２匹））の名前も募集します。
応募方法：はがき・ファクシミリ・ｅ-mail・応募箱
〒682-8611 倉吉市葵町722 倉吉市役所都市計画課 名称募集係
422-8140 E-mail toshikei@city.kurayoshi.tottori.jp
◎応募箱は倉吉交流プラザ（図書館）、市役所市民課窓口、都市
計画課に設置しています。
記入要領：①ふれあう施設（広場）の名称（8文字以内）、ふれ
あう動物（トカラヤギ（オス・メス各1匹）・ミニブタ（メス2
匹））の名前（一人複数応募可）②その名称・名前をつけた理由
③住所　④名前　⑤年齢　⑥連絡先（電話･ファクシミリ･E-mail等）
締切期限：3月14日（月）必着　
発表：春祭りイベント「花咲じいさん」にて発表します。
※問い合わせ先：都市計画課（022-8131）

動物とふれあう施設（広場）の名称と
ふれあう動物の名前の募集

中央書道連盟
各教室ごとに月2回の日

本画の勉強会を開催してい
ます。幼い頃から馴れ親し
んできた自然の中の風景や
花鳥、植物などを、季節に
応じて身近な色紙や短冊な
どに気軽に楽しく描きあげ
る練習をしています。
現在では、市展・県展、東京都美術館で開かれる日本自由画

壇展等への出品者も多数います。入会希望の方は、本部まで電
話・ファクシミリでお申し込みください。初心者大歓迎です。
【各教室の場所・日時】
○倉吉教室　百花堂　第1・第3水曜日　午後2時～
○気高教室　気高公民館　第1・第3木曜日　午後２時～
○湯梨浜教室　泊公民館　第1・第3土曜日　午後２時～
連絡先：本部　026-6870／426-6820（三島）
指導：会長　三島右畊

日本南宗会絵画教室
中央書道連盟は、会員328人で、鳥取及び西部書道連盟との3

団体で、鳥取県書道連合会を形成しており、県書連の行事への
参加は勿論、中央書連の行事は総て会員で協力して運営してい
ます。倉吉博物館で平成17年7月に開催予定の中央書道連盟会
員作品展、同時開催の少年書道作品展と、12月12日から開催予
定の鳥取県書道連合会展が主な事業となります。
その他、市展・県展や松江と米子で交互に開かれる日本の書

展、上野美術館で開かれ
る書道芸術院展や広島市
で開催の毎日書道展にも
多数出品しています。
入会希望の方は、気軽

に会長へ申し込んでくだ
さい。大歓迎です。
連絡先：会長　水谷鴨村　

022-5748

倉吉市の文化団体を紹介します
～今回のキーワード：日本の美術に親しむ～

社会人向けサービスの一環として、先端技術情報についての
セミナーを開催します。自分の仕事に活かしたり、見識を深め
たりと様々な目的でご参加ください。
と　き：3月9日（水）午後1時30分～5時　◎事前申込が必要
ところ：倉吉交流プラザ2階第1研修室
内　容：県立産業技術センター研究発表および技術相談会、風

力エネルギー利用技術に関する研究、新たな完熟ウメ
の加工技術など

※申込・問い合わせ先：市立図書館（047-1183/447-1180）

先端技術を身近にする技術セミナー開催




